
 

 

 

 

 

 

 

 

 『子どもゆめ基金』とは、国と民間が協力して、こどもの体験・読書活動などを応援し、こどもの健全育成の手助け

をする基金です。対象は令和２年４月１日以降に開始し、令和３年３月 31 日までに終了する活動です。募集期間は下

記のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 詳細は、下記のホームページをご覧ください。 

● 子どもゆめ基金サイト https://yumekikin.niye.go.jp 

● 子どもゆめ基金助成活動情報サイト https://pr.yume.niye.go.jp 

 

 

 

 

 

 

 

 

安野 光雅（あんの みつまさ） 1926－ 

1926年島根県津和野生まれ。19歳で徴兵され、戦後は徳山、三鷹で小学校教員を 20年間ほど勤める。教師として

務めるかたわら出版社等の仕事も行っていた。その後画家として独立し、1968 年に『ふしぎなえ』で絵本界デビュー。

芸術選奨文部大臣新人賞、国際アンデルセン賞、ブルックリン美術館賞、菊池寛賞など国内外で多くの賞を受賞し、

世界的な絵本作家として知られる。絵本のほかにも、文章の仕事も手掛けている。1988年に紫綬褒章を受章、2012年

には文化功労者に選出された。現在も第一線で活躍しつづけている。 

 

 

 

～ こどもと本のかけ橋となる 大人の方たちへ  ～ 

おしらせ 令和２年度『子どもゆめ基金』の募集が始まります！ 

 独立行政法人国立青少年教育振興機構 子どもゆめ基金部助成課 

〒151-0052  東京都渋谷区代々木神園町３－１ 

フリーダイヤル（無料）：0120-579081（平日 9：00～17：45）  メール：yume@niya.go.jp 

2019 年 

１０月１日（火）～ 

2020 年 

５月１日（金）～ 

郵送 

電子申請 

１１月１２日（火）消印有効 

１１月２６日（火）17時締切 

※２ 

※３ 

※１ 
郵送 

電子申請 

６月１６日（火）消印有効 

６月３０日（火）17時締切 

※２ 

※３ 

※１ 市区町村規模・申請額 50 万円以下のみとなります。 ※２ 直接持参する場合は、平日（土日祝除く）９時～15 時

45 分まで受け付けます。 ※３ 初めて電子申請される場合は、申請の前にＩＤ申請が必要となります。 

お問い合わせ先 

No.239  2019 年９月 27 日 

 

 

 司書が勝手に紹介！ 

＝＝ 主な作品 ＝＝ 

『ふしぎなえ』（福音館書店 1968）  『旅の絵本』（福音館書店 1977） 

『ABC の本』（福音館書店 1974）   『さよならさんかく』（講談社 1981） など 

 

https://yumekikin.niye.go.jp/
https://pr.yume.niye.go.jp/


 

 

『 北海道の大自然と野生動物の生態をモチーフに絵本創作法を語る 手島圭三郎仕事の流儀 』 手島圭三郎，

川嶋康男／著 C726.601/ﾃｼ 絵本塾出版 

日本を代表する木版画家にして、木版画絵本のパイオニアである手島圭三郎氏。手島氏の木版画には野生動物が持

つ本来の凶暴性や厳粛な命の営み、過酷な自然が描かれている。本書では、絵本創作技法や絵本制作の取り組み

について、川嶋氏との質問形式で語られる。木版画絵本の一部やアトリエ、仕事中の写真あり。 

 

『 万人の父になる 佐竹音次郎物語 』 横山充男／文，槇えびし／絵 289.1/ｻﾀｹ 学研プラス 

江戸時代の末、まだ侍が世の中をおさめていた 1964 年の土佐国幡多郡。村々は貧しく、食べていくのがやっとの時代

に佐竹音次郎は生まれた。明治・大正・昭和の激動の時代に医院を開業、その後「小児保育院」を設立し、身寄りのな

いこどもや、親が病気のこどもを受け入れた。生前 5571 名のこどもたちをあずかり、後世で「保育の父」と呼ばれた人

の歩みをえがく伝記小説。 
 

 

 

ぴった～あかちゃんのおはなしかい～ 

（毎週土曜日） 

10 月５日、12 日、19 日、26 日 

10：00～10：20 

２階こどもコーナー おはなしのへや 

おはなしのじかん 

（毎週土曜日） 

10 月５日、12 日、19 日、26 日 

10：30～11：00 

２階こどもコーナー おはなしのへや 

ストーリーテリング勉強会（毎月第２水曜日） 

10 月９日 9：30～11：30 

４階 集会室 

子どもの本の読書会（毎月第２木曜日） 

10 月 10 日 10：30～11：00 ４階 集会室 

10 月の課題図書： 

『科学的とはどういうことか いたずら博士の科学教室』 

（板倉 聖宣／著 仮説社） 

ちいさいひとたちのための絵本とおはなしにであう会 

10 月２日 10：30～11：00（毎月第１水曜日） 

２階こどもコーナー おはなしのへや 

リレーおはなし会 in オーテピア高知図書館 【主催：リレーおはなし実行委員会】 

（毎月第２、第４日曜日）11：00～11：40  

 10 月 13 日 南国市立図書館、 10 月 27 日 おはなし屋（高知市） 

２階こどもコーナー おはなしのへや 

上記の行事は、いずれもオーテピアで行います。【申込み・参加費は不要】 

新 刊 案 内 

伝言板では、こどもと読書に関する催し物などを掲載します。次号のＳａｒｉＳａｒｉ通信伝言板への掲載を 

ご希望される場合は、オーテピア高知図書館児童サービス担当まで前月 15 日までにお知らせください。 

TEL 088-823-4946（代表） 088-802-6023（こどもコーナー）  FAX 088-823-9352 

▼△▼△▼△▼△▼  10 月 の 行 事   ▼△▼△▼△▼

△▼ 

 

かわうその里読み聞かせネットワーク推進活動 「 わらべうたであそぼう 」 

日時：令和元年 11 月９日（土） 13：30～15：00 

場所：須崎公民館 大会議室 （図書館２階）    対象：大人（親子参加OK！） 定員：15 人程度 【申込み・参加費不要】 

講師：脇本 幸子さん（岡山わらべうたの会代表） 

お問合せ： かわうその里おはなしの会（須崎市立図書館内） 〒785-0013 須崎市西古市町 6-15  TEL/FAX：0889-42-2141 

 

わらべうたあそびを通じてこどもとのあそび方や歌うことの楽しさ、やさしいリズムを体験してみませんか？ 


